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三
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賢
次
教
授

坂
元 

一
哉
教
授 
略
歴
・
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要
著
作
目
録
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論　　　説

三
成
賢
次
教
授　

略
歴

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年　

七
月　

兵
庫
県
神
戸
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年　

三
月　

兵
庫
県
立
尼
崎
北
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年　

四
月　

大
阪
大
学
法
学
部
法
学
科
入
学

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年　

三
月　

大
阪
大
学
法
学
部
法
学
科
卒
業

　
　
　
　

 
同 　
　
　
　

年　

四
月　

大
阪
大
学
法
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
公
法
学
専
攻
進
学

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年　

三
月　

同
修
了

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年　

四
月　

大
阪
大
学
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
公
法
学
専
攻
進
学

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年　

三
月　

同
単
位
取
得
満
期
退
学

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年　

四
月　

大
阪
大
学
法
学
部
助
手

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年　

四
月　

同
法
学
部
助
教
授

一
九
九
六
（
平
成　

八
）
年　

四
月　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
・
ボ
ン
大
学
に
文
部
省
在
外
研
究
員
（
長
期
甲
種
）
と
し
て
留
学
（
一
九
九
七
（
平

成
九
）
年
九
月
ま
で
）

一
九
九
七
（
平
成　

九
）
年　

七
月　

大
阪
大
学
法
学
部
教
授

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年　

一
月　

博
士
（
法
学
）
取
得
（
大
阪
大
学
）

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年　

四
月　

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年　

四
月　

大
阪
大
学
評
議
員
（
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年
一
〇
月　

法
制
史
学
会
理
事
（
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
九
月
ま
で
）

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年　

四
月　

大
阪
大
学
法
学
研
究
科
長
・
法
学
部
長
（
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年　

五
月　

文
部
科
学
省
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
大
学
設
置
分
科
会
専
門
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
八
（
平
成
二

〇
）
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年　

八
月　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
等
審
査
会
専
門
委
員
（
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
七
月
ま
で
）

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年　

八
月　

大
阪
大
学
総
長
補
佐
（
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
八
月
ま
で
）

二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年　

四
月　

大
阪
大
学
総
合
計
画
室
室
員
（
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
三
月
ま
で
）
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三成賢次教授略歴・主要著作目録

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年　

五
月　

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
附
属
法
政
実
務
連
携
セ
ン
タ
ー
教
授
（
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
八
月

ま
で
）

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年　

三
月　

大
阪
府
労
働
委
員
会
公
益
委
員
（
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
二
月
ま
で
）

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年
一
一
月　

大
阪
弁
護
士
会
市
民
会
議
議
長
（
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年
一
二
月　

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員
（
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
一
月
ま
で
）

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年　

四
月　

大
阪
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
長
（
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
八
月
ま
で
）

　
　
　
　

 
同 　
　
　
　

年
一
〇
月　

一
般
財
団
法
人
大
阪
大
学
後
援
会
理
事
長
・
同
出
版
会
代
表

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年　

同
月　

日
本
学
術
会
議
第
二
二
・
二
三
期
連
携
会
員

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年　

四
月　

大
阪
大
学
理
事
補
佐
（
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
八
月
ま
で
）

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年　

同
月　

大
阪
大
学
全
学
教
育
推
進
機
構
大
学
院
横
断
教
育
部
門
長
（
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
八
月
ま
で
）

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年　

五
月　

大
阪
府
民
共
済
生
活
協
同
組
合
理
事
（
非
常
勤
）

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
〇
月　

日
本
学
術
会
議
第
二
三
・
二
四
期
連
携
会
員

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年　

四
月　

近
畿
弁
護
士
連
合
会
弁
護
士
任
官
適
格
者
選
考
委
員
会
委
員
（
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年　

八
月　

大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
〇
月　

日
本
学
術
会
議
第
二
四
・
二
五
期
連
携
会
員

二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年　

四
月　

�

国
立
大
学
協
会
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
成
果
に
係
る
評
価
検
討
会
委
員
（
二
〇
二
一

（
令
和
三
）
年
六
月
ま
で
）

二
〇
二
〇
（
令
和　

二
）
年　

二
月　

大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
国
立
大
学
教
育
研
究
評
価
委
員
会
専
門
委
員
（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）

年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　

 

同 　
　
　
　

年
一
〇
月　

日
本
学
術
会
議
第
二
五
・
二
六
期
会
員

二
〇
二
一
（
令
和　

三
）
年　

八
月　

大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長　

現
在
に
至
る
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論　　　説

主
要
著
作
目
録

Ⅰ　

著
書

『
地
方
自
治
大
系
１
』（
共
著
）
嵯
峨
野
書
院

一
九
八
九
年

『
法
制
史
入
門
』（
共
著
）
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

一
九
九
六
年

『
法
・
地
域
・
都
市
─
─
近
代
ド
イ
ツ
地
方
自
治
の
歴
史
的
展
開
』（
単
著
）
敬
文
堂

一
九
九
七
年

『
世
代
法
曹
教
育
』（
共
著
）
商
事
法
務
研
究
会

二
〇
〇
〇
年

『
地
方
分
権
改
革
』（
共
著
）
法
律
文
化
社

二
〇
〇
〇
年

Ⅱ　

論
説

「
三
月
前
期
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
イ
ン
州
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
形

成
と
そ
の
構
造
」

『
阪
大
法
学
』
一
二
三
号

一
九
八
二
年

「
イ
ギ
リ
ス
の
契
約
法
史
の
一
潮
流
─
─
ア
テ
ィ
ア
の
近
著
に
依
拠
し

て
（
一
）」（
共
著
）

『
阪
大
法
学
』
一
二
五
号

一
九
八
二
年

「
イ
ギ
リ
ス
の
契
約
法
史
の
一
潮
流
─
─
ア
テ
ィ
ア
の
近
著
に
依
拠
し

て
（
二
）」（
共
著
）

『
阪
大
法
学
』
一
二
六
号

一
九
八
三
年

「
イ
ギ
リ
ス
の
契
約
法
史
の
一
潮
流
─
─
ア
テ
ィ
ア
の
近
著
に
依
拠
し

て
（
三
）」（
共
著
）

『
阪
大
法
学
』
一
二
七
号

一
九
八
三
年

「
イ
ギ
リ
ス
の
契
約
法
史
の
一
潮
流
─
─
ア
テ
ィ
ア
の
近
著
に
依
拠
し

て
（
四
）」（
共
著
）

『
阪
大
法
学
』
一
二
八
号

一
九
八
三
年

「
三
月
前
期
に
お
け
る
ラ
イ
ン
州
議
会
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」

『
阪
大
法
学
』
一
三
一
号

一
九
八
四
年

「
三
月
前
期
に
お
け
る
ケ
ル
ン
市
制
の
近
代
化
過
程
」

『
阪
大
法
学
』
一
四
一
・
一
四
二
号

一
九
八
七
年

「
一
八
五
六
年
の
ラ
イ
ン
都
市
条
令
に
関
す
る
一
考
察
」

『
阪
大
法
学
』
一
四
八
号

一
九
八
八
年
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「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
地
方
自
治
制
度
の
成
立
と
発
展
」

『
地
方
自
治
大
系
１
』
嵯
峨
野
書
院

一
九
八
九
年

「『
新
現
代
法
論
』
へ
の
期
待
」

『
法
の
科
学
』
一
七
号

一
九
八
九
年

「
近
代
プ
ロ
イ
セ
ン
の
名
望
家
自
治
─
─
そ
の
法
構
造
と
日
本
へ
の
継

受
」

『
阪
大
法
学
』
一
五
九
号

一
九
九
一
年

「
モ
ッ
セ
」

『
日
本
近
代
法
一
二
〇
講
』
法
律
文
化
社

一
九
九
二
年

「
国
家
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
─
─
近
代
プ
ロ
イ
セ
ン
の
『
国
家
監
督
』」

『
阪
大
法
学
』
一
六
四
・
一
六
五
号

一
九
九
二
年

「
近
代
ド
イ
ツ
の
都
市
行
財
政
─
─
九
世
紀
後
半
ケ
ル
ン
の
予
算
か
ら
」

『
歴
史
に
お
け
る
法
の
諸
相
』
敬
文
堂

一
九
九
四
年

「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
か
近
代
法
の
再
生
か
？
」

『
法
の
科
学
』
二
二
号

一
九
九
四
年

「
陪
審
制
と
参
審
制
─
─
近
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
へ
の
民
衆
参
加

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
司
法
へ
の
民
衆
参
加
の
歴
史
」）」

『
法
制
史
研
究
』
四
五

一
九
九
五
年

「
近
代
ド
イ
ツ
の
司
法
参
加
─
─
陪
審
制
と
参
審
制
」

『
司
法
へ
の
民
衆
参
加
─
─
西
洋
に
お
け

る
歴
史
的
展
開
』
敬
文
堂

一
九
九
六
年

「
自
治
と
官
僚
的
支
配
─
─
近
代
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
自
治
に
お
け
る
国

家
監
督
」

『
阪
大
法
学
』
二
〇
一
・
二
〇
二
号

一
九
九
九
年

「
近
代
人
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
─
─
『
ア
マ
デ
ウ
ス
』」

『
法
学
教
室
』
二
二
一
号

一
九
九
九
年

「
日
本
型
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
と
基
礎
法
学
」

『
大
阪
大
学
法
学
部
創
立
５
０
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集
「
二
一
世
紀
の

法
学
教
育
と
法
曹
養
成
─
─
日
本
型

ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
向
け
て
」』

二
〇
〇
〇
年

「
司
法
改
革
と
大
学
教
育
」

『
だ
れ
の
た
め
の
「
司
法
改
革
」
か
』
日

本
評
論
社

二
〇
〇
一
年

「
明
治
国
家
と
政
治
制
度
の
設
計
を
め
ぐ
っ
て
」

『
日
本
政
治
─
─
過
去
と
現
在
の
対
話
』

大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
〇
五
年
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論　　　説

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
史
学
─
─
今
後
の
課
題
と
展
望
」

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
比
較
法
史
学
─
─
近
代

法
秩
序
の
再
検
討
』
大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
〇
六
年

「〈
国
家
・
市
場
・
市
民
社
会
〉
と
法
の
歴
史
─
─
『
公
共
な
る
も
の
』

か
ら
の
一
考
察
」

『
学
術
の
動
向
』
財
団
法
人 

日
本
学
術
協

力
財
団

二
〇
〇
八
年

「
わ
が
国
に
お
け
る
法
学
部
教
育
の
状
況
」

『
阪
大
法
学
』
二
九
四
号

二
〇
一
五
年

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す
る
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
あ

り
方
に
関
す
る
提
言
」（
共
著
）

『
日
本
学
術
会
議
・
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン

ス
の
取
組
に
関
す
る
検
討
委
員
会
』

二
〇
一
六
年

「
学
術
の
総
合
的
発
展
と
社
会
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す
る
研
究
資

金
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
」（
共
著
）

『
日
本
学
術
会
議
・
学
術
研
究
推
進
の
た

め
の
研
究
資
金
制
度
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
委
員
会
』

二
〇
一
七
年

「
第
六
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
向
け
て
の
提
言
」（
共
著
）

『
日
本
学
術
会
議
・
科
学
者
委
員
会
学
術

体
制
分
科
会
』

二
〇
一
九
年

Ⅲ　

翻
訳

ハ
ン
ス
・
プ
ラ
ー
ニ
ッ
ツ
「
中
世
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ケ
ル
ン
都
市
法
と

そ
の
伝
播
」（
共
訳
）

『
阪
大
法
学
』
一
三
一
号

一
九
八
四
年

「
最
古
の
ゾ
ー
ス
ト
都
市
法
」（
共
訳
）

『
阪
大
法
学
』
一
三
六
号

一
九
八
五
年

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン「
民
事
訴
訟
法
概
史（
二
六
）」（
共
訳
）

『
阪
大
法
学
』
一
三
九
号

一
九
八
六
年

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン「
民
事
訴
訟
法
概
史（
二
七
）」（
共
訳
）

『
阪
大
法
学
』
一
四
〇
号

一
九
八
六
年

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン「
民
事
訴
訟
法
概
史（
二
八
）」（
共
訳
）

『
阪
大
法
学
』
一
四
三
号

一
九
八
七
年

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン「
民
事
訴
訟
法
概
史（
二
九
）」（
共
訳
）

『
阪
大
法
学
』
一
四
四
号

一
九
八
七
年

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
「
民
事
訴
訟
法
概
史
（
三
〇
・

『
阪
大
法
学
』
一
四
七
号

一
九
八
八
年

　

完
）」（
共
訳
）
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Ｇ
・
Ｌ
・
ｖ
・
マ
ウ
ラ
ー
「
ド
イ
ツ
中
世
都
市
の
自
治
行
政
（
一
）」

（
共
訳
）

『
阪
大
法
学
』
一
四
七
号

一
九
八
八
年

「
近
代
ド
イ
ツ
憲
法
史
史
料
（
一
）
─
─
ド
イ
ツ
同
盟
規
約
」

『
阪
大
法
学
』
一
五
五
号

一
九
九
〇
年

Ｄ
・
シ
ュ
ガ
ー
マ
ン
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
社
会
』（
共
訳
）
風
行
社

一
九
九
三
年

『
ガ
ン
ス
法
哲
学
講
義
１
８
３
２
／
３
３　

自
然
法
と
普
遍
法
史
』（
共
訳
）
法
律
文
化
社

二
〇
〇
九
年

Ⅳ　

書
評

「
Ｈ
・
ミ
ッ
タ
イ
ス
著　

林
毅
訳
『
法
史
学
の
存
在
価
値
』」

『
西
洋
史
学
』
一
一
九

一
九
八
一
年

「
成
瀬
治
「『
三
月
前
期
』
に
お
け
る
代
議
制
の
性
格
』（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

身
分
制
社
会
の
歴
史
と
構
造
』
創
文
社　

一
九
八
七
年
所
収
）」」

『
法
制
史
研
究
』
三
八

一
九
八
九
年

「
北
住
炯
一
「
プ
ロ
イ
セ
ン
都
市
政
治
に
お
け
る
プ
ロ
イ
ス
と
リ
ン
デ

マ
ン
」」

『
法
制
史
研
究
』
三
九

一
九
九
〇
年

「
北
住
炯
一
『
近
代
ド
イ
ツ
官
僚
国
家
と
自
治
─
─
社
会
国
家
へ
の

道
』（
成
文
堂　

一
九
九
〇
年
）」

日
本
地
方
自
治
学
会
編
『
世
界
都
市
と
地

方
自
治
』
敬
文
堂

一
九
九
一
年

「
共
著　

利
谷
信
義
他
編
『
法
に
お
け
る
近
代
と
現
代
』（
日
本
評
論
社　

一
九
九
三
年
）」

『
法
律
時
報
』
六
六
巻
八
号

一
九
九
四
年

「
千
葉
徳
夫
「
絶
対
主
義
時
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
小
国
の
理
念
と
現

実
」」

『
法
制
史
研
究
』
四
五

一
九
九
五
年

「
飯
野
靖
夫
「
君
主
権
の
回
答
に
み
る
ハ
レ
法
科
大
学
判
決
団
─
─

ル
ー
テ
ヴ
ィ
ッ
ヒ
『
回
答
集
』
か
ら
」」

『
法
制
史
研
究
』
四
六

一
九
九
六
年

「
岡
本
明
編
著
『
支
配
の
文
化
史
─
─
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
解
読
』

『
法
制
史
研
究
』
四
八

一
九
九
八
年

　
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

一
九
九
七
年
）」
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「
村
上
淳
一
編
『
法
律
家
の
歴
史
的
素
養
』（
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇

〇
三
年
）」

『
法
制
史
研
究
』
五
四

二
〇
〇
四
年

「
藤
川
直
樹
「
ド
イ
ツ
立
憲
君
主
政
に
お
け
る
王
統
と
国
家
─
─
ヘ
ル

マ
ン
・
レ
ー
ム
の
公
法
学
」」

『
法
制
史
研
究
』
六
四

二
〇
一
四
年

「
柴
田
隆
行
『
シ
ュ
タ
イ
ン
の
自
治
理
論
─
─ 

後
期
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ

ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
社
会
と
国
家
』（
御
茶
ノ
水
書
房　

二
〇
一

四
年
）」

『
法
制
史
研
究
』
六
五

二
〇
一
五
年

Ⅴ　

学
会
報
告
等

報
告
「
三
月
前
期
に
お
け
る
ラ
イ
ン
州
議
会
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」

法
制
史
学
会
第
三
二
回
研
究
大
会　

於
：

神
戸
学
院
大
学

一
九
八
四
年

報
告
「
三
月
前
期
に
お
け
る
ケ
ル
ン
市
制
の
近
代
化
過
程
」

法
制
史
学
会
近
畿
部
会
例
会　

於
：
京
大

会
館

一
九
八
六
年

報
告
「
近
代
ド
イ
ツ
地
方
自
治
と
『
住
民
自
治
』」

法
制
史
学
会
近
畿
部
会
例
会　

於
：
京
大

会
館

一
九
九
一
年

報
告
「
国
家
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
─
─
近
代
プ
ロ
イ
セ
ン
の
国
家
監
督
」

法
制
史
学
会
第
四
〇
回
研
究
大
会　

於
：

愛
媛
大
学

一
九
九
二
年

報
告
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
法
へ
の
民
衆
参
加
の
歴
史
）「
陪
審
制
と
参

審
制
─
─
近
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
へ
の
民
衆
参
加
」

法
制
史
学
会
第
四
二
回
研
究
大
会　

於
：

島
根
大
学

一
九
九
四
年

報
告
「
自
治
と
官
僚
的
支
配
─
─
近
代
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
自
治
に
お
け

る
国
家
監
督
」

法
制
史
学
会
第
四
六
回
研
究
大
会　

於
：

神
戸
大
学

一
九
九
八
年

報
告
「〈
国
家
・
市
場
・
市
民
社
会
〉
と
法
の
歴
史
─
─
『
公
共
な
る

日
本
学
術
会
議
基
礎
法
学
総
合
シ
ン
ポ
ジ

二
〇
〇
八
年
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も
の
』
か
ら
の
一
考
察
」

　

ウ
ム
〈
法
に
お
け
る
国
家
、
市
場
そ
し

て
市
民
社
会
〉

報
告
（
書
評
）「
居
石
正
和
著
『
府
県
制
成
立
過
程
の
研
究
』（
法
律
文

化
社　

二
〇
一
〇
年
）」

日
本
近
代
法
制
史
研
究
会

二
〇
一
〇
年

報
告
「
日
本
に
お
け
る
法
学
部
教
育
の
状
況
」

法
学
教
育
科
研
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
学
部
教
育
の

可
能
性
─
─W

hat is 

“Legal

” Edu-
cation?

」

二
〇
一
三
年

報
告
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
八
〇
〇
年
）「
ド
イ
ツ

法
史
か
ら
」

法
制
史
学
会
第
六
七
回
総
会　

於
：
関
西

学
院
大
学

二
〇
一
五
年

報
告
「
学
術
政
策
に
係
る
わ
が
国
の
状
況
と
Ｅ
Ｕ
の
動
向
紹
介
」

日
本
学
術
会
議
・
法
学
委
員
会
・
学
術
と

法
分
科
会

二
〇
一
五
年

報
告
「
日
本
の
学
術
基
盤
の
現
状
」

ト
ラ
ン
ス
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
テ

ラ
シ
ー
科
研
主
催
・
大
型
教
育
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
室
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
変
動
期
の
学
術
基
盤
を
考
え
る

─
─
オ
ラ
ン
ダ
調
査
を
手
が
か
り
に
）

二
〇
一
五
年

報
告
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
学
部
教
育
─
─
近
年
の
大
学
教
育
改
革
を

め
ぐ
っ
て
」

日
本
学
術
会
議
・
法
学
委
員
会
・「
市
民

性
」
涵
養
の
た
め
の
法
学
教
育
シ
ス
テ

ム
構
築
分
科
会

二
〇
一
五
年

報
告
「
市
民
性
涵
養
の
た
め
の
基
礎
法
学
教
育
の
可
能
性
」

日
本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
市

民
性
涵
養
の
た
め
の
法
学
教
育
─
─
高

校
か
ら
大
学
へ
」

二
〇
一
七
年

（阪大法学）71（3・4-461）　1151〔2021. 11 〕



論　　　説

Ⅳ　

そ
の
他

「
一
九
八
三
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
五
五
巻
一
二
号

一
九
八
三
年

「
一
九
八
四
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
五
六
巻
一
三
号

一
九
八
四
年

「
一
九
八
五
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
五
七
巻
一
三
号

一
九
八
五
年

「
一
九
八
六
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
五
八
巻
一
三
号

一
九
八
六
年

「
一
九
八
七
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
五
九
巻
一
三
号

一
九
八
七
年

「
一
九
八
八
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
六
〇
巻
一
三
号

一
九
八
八
年

「
一
九
八
九
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
六
一
巻
一
四
号

一
九
八
九
年

「
一
九
九
〇
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
六
二
巻
一
三
号

一
九
九
〇
年

「
座
談
会
・
新
現
代
法
論
を
語
る
」

『
法
の
科
学
』
一
九
号

一
九
九
一
年

「
こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育　

大
阪
大
学
全
学
共
通
教
育
機
構
」

『
創
造
と
実
践
』

二
〇
〇
一
年

『
ベ
イ
シ
ッ
ク
法
学
用
語
辞
典
』（
分
担
執
筆
）
有
斐
閣

二
〇
〇
一
年

「
近
代
法
秩
序
の
形
成
と
法
学
・
法
律
家
─
─
日
本
的
視
座
か
ら
み
た
法

　

秩
序
の
比
較
法
史
的
研
究　

科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
」（
共
著
）

二
〇
〇
二
年

「
二
〇
〇
三
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」

『
法
律
時
報
』
七
五
巻
一
三
号

二
〇
〇
三
年

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
比
較
法
史
学
─
─
近
代
法
秩
序
の
再
検
討　

科
研
費
研

　

究
成
果
報
告
書
」（
共
著
）

二
〇
〇
四
年

「
二
〇
〇
四
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
七
六
巻
一
三
号

二
〇
〇
四
年

「
二
〇
〇
五
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
七
七
巻
一
三
号

二
〇
〇
五
年

「
法
学
部
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
九
・
良
き
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
実
現
で
き

る
力
を
」

『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
六
一
〇
号

二
〇
〇
五
年

「
法
曹
の
新
職
域
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
築　

科
研
費
研
究
成
果
報
告

　

書
」（
共
著
）

二
〇
〇
九
年
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「
林
毅
先
生
追
悼
の
辞
」

『
法
制
史
研
究
』
五
八

二
〇
〇
九
年

「
二
〇
〇
九
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
八
一
巻
一
三
号

二
〇
〇
九
年

「
二
〇
一
〇
年
学
界
回
顧
・
西
洋
法
制
史
」（
共
著
）

『
法
律
時
報
』
八
二
巻
一
三
号

二
〇
一
〇
年

「
聞
き
書
き
・
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
（
８
）
三
浦
澄
雄
先

生
に
お
聞
き
す
る
」（
共
著
）

『
同
志
社
法
学
』
六
二
巻
五
号

二
〇
一
一
年

『
知
の
ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
─
─
学
問
の
臨
床
、
人
間
力
の
鍛
錬
と
は

　

何
か
』（
共
著
）
大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
一
二
年

「
ト
ラ
ン
ス
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
備
え
た
専
門
家
養

　

成
基
盤
に
関
す
る
模
索
的
研
究　

科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
」（
共
著
）

二
〇
一
六
年
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